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第 2章では、芳香族求核置換重合による PEKの合成を検討し、第 1章で得られた PEKよりもさらに高
分子量体を調製することができた。PEK の融点やガラス転移温度等の諸物性は、使用するモノマーの構
造を変えることによって調整が可能であることが分かった。 















その結果、第 1章では、FDCAと石油由来原料の 1,3-及び 1,4-ジアセトキシベンゼンとのエステル交
換での重縮合によりポリエステルを調製し、得られたポリエステルの融解温度、液晶性発現の温度領
域、ならびに結晶性が共重合組成を変えることにより制御可能であることを見出している。 
第 2 章では、FDCA 二塩化物とジフェニルエーテルや 1,4-ジフェノキシベンゼン等の芳香族エーテ
ルとの芳香族求電子置換重合によるポリエーテルケトンの調製について検討を行い、従来用いられて
いる芳香族求電子置換重合の重合溶媒では重合が殆ど進行しないが、イオン液体という特殊な媒体中
で重合を行うことによって、高分子量の PEKが調製できることを見出している。更には、イオン液体
中では、モノマーの反応性が増大すること、ならびに重合過程に生じるオリゴマーや触媒と反応媒体
との親和性が向上することによって、重合が進行することも明らかにしている。 
第 3章では、芳香族求核置換重合によるポリエーテルケトンの合成を検討し、第 2章で得られたポ
リエーテルケトンよりもさらに高分子量体を調製に成功している。ポリエーテルケトンの融点やガラ
ス転移温度等の諸物性は、使用するモノマーの構造を変えることによって調整が可能であることも示
した。 
以上のように本論文は、バイオマス由来の化合物である FDCAが高性能高分子の原料として有用であ
ることを示しており、持続的循環型社会を構築する上でも重要な高分子材料を提供している。更には、
イオン液体中での重縮合というこれまで知られていない新規な重合技術を開発しており、学術的に高く
評価できる。よって、本論文は学位に充分値すると判断した。 
